






























































































































































た場所の説明が書かれている。次 本題として、この分だと数日は好天が続き、写真撮影に適しているため、すぐに機材を調達し ここに来て撮影してほしい、と記している。そして写真撮影に適した場所として、中禅寺湖と湖岸、赤沼原、龍頭の滝、 華厳の滝を挙げ 。手紙は日光にいる岡部から 送られたようであり封筒に二円入れておいたので、出発してほしいという文章で締めくくられている。
挿図 1　「岡部子爵所主同伴初めて日光霊廟撮影に出向し帰京後仝子爵より
送られし書簡」『創業紀念参十年誌』小川同窓会編、大正 2 年（191（）8 月














































開き、そこで会則を決め、役員を選挙で選ぶこと 定めて一旦解散。五月二十二日に築地三十三番館で再び会合を開き、 をし、 「日本写真会」 副会長にウィリ


































































商工会議事堂で大会を開催し、午後七時からの会合には会長の榎本子爵が出席する予定であったが、病気のため欠席となった。しかし、幸いなことに、この日に会員になった岡部子爵 出席していたため 榎本子爵の わりに岡部子爵が会長席についた。会では、委員のウェストが数名の入会の申込を認可 第二期の役員選挙では、全会一致 前回の役員の継続を決め、新たに岡部 と渡辺洪基が副会長に着任した。会計については、多忙を理由に浅沼藤吉が辞し、代わりに伊澤雄司が 計に就　
写真好きで小川一眞と交友関係にある岡部が、設立から一年も経ってから
写真会」 入会 とは意外であるが それは、岡部 明治二十一年
（一八八八）




洪基は、慶応義塾を卒業後、外務省に入省。東京府知 経て、明治十九年の帝国大学の創設とともに初代帝国大学総長 就 。 「日本写真会」入会時は、総長を任したばかりの頃であった。　
会合に欠席した榎本武揚の代わりに岡部が会長席についたのは、榎本同様 岡部




も子爵であったからだと思われるが、誰もが認める写真愛好家で知識と技術があったことも代理を務めた理由であろう。　『写真新報』では逐次、 「日本写真会」の入会者が報じられ、大会の記録から選出された役員の名前を知ることができる。それらを見ていくと、 結成から四年後の 「日本写真会第四年会」では、多くの入会者があり、新たな役員が選出された。







































野精養軒で開催され、この時点での会員数は百七十一名であった。書記は報告として、毎月決まった日に決まった場所 集 をするようになってから、集会の数も来会者の数も前年より増加した ま 来会者が持ってくる新しい機材や薬品、写真の見本を見ることで、世界における写真術の進歩を知ることができた、特に「万国真展覧会」が写真界に与えた影響は大きいであろう、と述べている。　
ここで言う、 「万国写真展覧会」 は、 明治二十六年
（一八九三）
五月十三日、 上野公園、






中には、七十歳 なった写真師 開祖、下岡蓮杖、そして大村伯爵、徳川侯爵 近衛公爵といった華族の名前を見ることが き こに書かれている大村伯爵村純雄、徳川侯爵は徳川篤敬、近衛公爵は近衛篤麿のことであろう。何れも海外留学経験があり、写真の効用を熟知していた人物である。




























reat Earthquake in 


















































































江崎清などの写真師や小西六右衛門や浅沼藤吉などの写真材料商、バルトンや大蔵省紙幣寮を退職したエドアルド・キヨソネも会員に っている。また「大日本写真品評会」 は名古屋支部、 京都支部もあり、 それぞれの会長は鹿島清兵衛が務めていた。　「大日本写真品評会」に入会した華族は、皆名誉会員となっており、伊達宗陳、徳川頼倫、稲葉正縄のように、入会当時に爵位はなくても華族 家柄であれば、名誉会員に就任している
（後に爵位は授与されている）
。これだけの数の華族が大挙し
て「大日本写真品評会」に入会した は 水戸徳川家第十二代当主で、十五代将軍徳川慶喜を伯父に持つ、 徳川篤敬が会頭であることが影響していると推察されるが、華族界で写真の愛好者が増えたことを反映した結果とも言えるだろう。　
名誉会員の中の、岡部長職子爵、伊達宗陳、松平康荘侯爵は、 「華光会」の会員































































































































































第 207 号（同年 12 月 1 日）までの 12 冊
の表紙は、表紙に記載された号数のみを
変更した同一図案である。








選により、会頭が林薫伯爵から松平乗長子爵に交代となり、林薫伯爵は名誉会員となった。新たに「日本写真会」の会頭になった松平乗長子爵は 「華光会」の中心的存在で、 『華影』への写真投稿数も四十三点と他の会員に比べて格段に多く、積極的に作品制作に取り組んでいた。 『華影』の刊行が明治三十六年
（一九〇三）
頃か






会を開催していたことがわかる。校友会とあることから、在校生だけではなく、卒業生ならびに教員も参加していたのであろう。部員 顔ぶれは不明だ 、新生「日本写真会」会員であった東京美術学校校長の正木直彦や教授の大築千里、岡 三郎助、また卒業生の松平乗長子爵、戸田忠雄子爵も参加していた可能性 高い。　
































































挿図 （　東京写真研究会から黒田清輝宛、例会の案内葉書、明治 （（ 年（1910）
2 月 8 日
（右）宛名　（左）本文
挿図 （　三越呉服店写真部から黒田清輝宛、懸賞写真審査依頼の手紙、明治 （（ 年（1910）（ 月 18 日
（右）宛名書き　（中）差し出し　（左）本文



































































●英国駐剳公使代理英国倫敦駐剳特命全権公使河瀬眞孝氏ハ今回帰朝せしに付同公使館参事官子爵岡部長職氏が其代理を ぜられ上級代理年棒英貨千磅を下賜せらるヽ由（ 『東京朝日新聞』明治二十一年十一月二〇日）●岡部外務次官新任外務次官岡部長職氏ハ一昨二十三日を以て英国を発し帰朝の途に就ける趣き其筋へ電報ありたるよし（ 『東京朝日新聞』明治二十三年一月二十五日）●岡部外務次官一昨々日英国より帰朝せし岡部外務次官ハ昨 午前十時頃本省へ出頭し各局長面談ありたり（ 『東京 日新聞』明治二十三年二月二 五日）
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研究所田中淳企画情報部長に心より御礼申し上げます。また、書簡の翻刻にあたっては、近松鴻二氏、 田原昇氏（東京都江戸東京博物館） 、 津田徹英氏、 田中潤氏（東京文化財研究所）にご協力いただきました。ここに記して深く感謝いたし
（おかつか
　あきこ・江戸東京博物館学芸員）
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